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Women’s Imaging 2010
乳がん診断技術の進歩と臨床応用の動向Ⅱ

　画像情報のデジタル化は急速に進んで
おり，医用画像の分野においても例外で
はない。現在，CT，MRIのみならず，一
般撮影領域でもデジタル化が進み，com-
puted radiography（CR）方式や flat 
panel detector（FPD）方式を導入する施
設が急増した。マンモグラフィは，X線画
像診断においてデジタル化が最も遅れてい
る領域であったが，2009年には70％を
超える施設でデジタルマンモグラフィシス
テムが採用されている1）（図1）。さらに，
近年ではFPDを搭載したシステムの普及
が進んでおり，その搭載比率は，2005年
時点で4.0％ 2）であったが，2009年には
10％を超えている1）。これは，欧米諸国
と比較して，CRの普及によりすでにデジ
タル化の基盤が進んでいた状況下で，デ
ジタルマンモグラフィの導入が急速に進ん
だことや，マンモグラフィをアナログシス
テムで運用していた施設がデジタルシステ
ムに移行することなどが要因と考えられる。 
　本稿では，急速に普及が進んでいるデ
ジタルマンモグラフィの最新の動向につい
て，基本的な事項に関して概説する。

ング技術をCTなどの医用画像へ適用す
る研究が行われている。スウェーデン
Sectra社は，フォトンカウンティング技
術を採用したPhoton-counting Mam-
mographyを商品化した。これらのシス
テムは，シリコンセンサーを搭載した検
出器であり，X線照射時に生じる電気
信号をカウントしてデジタル化を実現し
ている。従来のFPDで採用されている
A/D（analog to digital）変換処理工程
がないため，高いX線量子検出効率を
有しており，被ばく量低減を実現できる
可能性がある。さらに，画素サイズも
50μmであり，デジタルマンモグラフィで
求められる高空間分解能も実現している。
2010年4月より，キヤノン社より販売が
開始され，国内への普及も予想される7）。

トモシンセシス

　近年，マンモグラフィのためのトモシ
ンセシスに関する研究が盛んに行われて
いる。トモシンセシスとは，tomogra-
phy（断層）とsynthesis（統合，合成）

デジタル検出器

　現在のマンモグラフィのためのデジタ
ル検出器は，CR方式，スキャニングス
ロット方式，FPD方式の3種類に大別
される。さらに，FPD方式はX線変換
方式の違いにより，直接変換方式と間
接変換方式に分類される（図2）。これら
は，基本的に一般撮影系で用いられる
ものと構造的に大きな違いはない。現在
国内では，デジタルマンモグラフィのた
めに独自に開発された位相イメージング
システムを利用したPhase Contrast 
Mammography（PCM）3），4）や，光学
式スイッチング方式による2層式のFPD
などが販売されている5）。これらのシス
テムは，日本発の先端的医療技術であり，
今後の発展に期待したい。また，多くの
メーカーが高空間分解能，高濃度分解
能を有するマンモグラフィ専用のデジタ
ル検出器を販売しており6），ユーザーに
とって選択肢が広がった。
　近年，欧州を中心にフォトンカウンティ
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1）デジタルマンモグラフィの最新動向
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図1　2009年10月現在のマンモグラフィ装置の設置状況
 （参考文献1）より引用）
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図2　 デジタルマンモグラフィ装置の分類




